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Solar-flare efie<指（s.f. e.) in the geomagnetic field o加ervedat Kakioka from February, 
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d回。，fedby AD, AH and AZ, respectively，姐dto酔白erwith no地 ・com伊nente.X, w国t-
αnnpon阻.tlt.Y担 dto凶 .fo詑eAF are given面白eぬble5. 
Some stati梢 calI冒叫.tsare giv回 inthe tables 1～4，担dare 'shown in the figi町田 1～γ．
The pre!!嗣 tauther ~n駒田 bis h飽rtythan.ks to Dr. S. In渇mitiwho showed k健a
in飽restfor也is卸1bject姐 dgave him valuable gul也nee担 dαiticism也roughoutthe oourse 
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§ 1，緒言

短波消失現象に伴う地球磁場C変化くe.f.e.）についての研究は今週博士がもっとも早くから注

目せられ， .19お年10月電波会識にてその成果を発表せられて以来， sJ.e.<D諸佐賀が三国の研箆論

文〈りにより究明せられ，更に電離居とD関係を考察された．以来，電波関係或いは宇宙線関係方面

暗からD同観測費料D提供要求が大であり，叉国際的には1949年より sぷe.~起時或いは変化状

況D費料D要求がある．国際的には世界D各地磁気観測所より報告された起時及び特定な現象につ

いてDみの詳しい費料が既に1949, 1~釘0, 1951年に対して発表ωされて治る.sぷe.或いは磁気嵐

による電波陣碍のための電波警報D問題が重要視されて来て，地磁気回変化状況の即日発表が要求

きれ．柿岡にても久保木忠夫技官によって場案製作された直視磁力計により本所の地磁気蹄にて観

測された費料を電波放迭のためD費料として毎日。遁報して沿る．

s.f. e. <D総合費料D発表は夙に今道博士D企図せられた処であるが，乙D度筆者が柿岡地磁気観

測所白地磁気p自記記録による1924～1951年聞に起ったs.f.e. co観測結果をととに発表するとと

と怠った．更にとれに統計調査の二三を附加したが，本資料が各方面C参考となれば幸である．

前，本観測j資料は今道博士が親をのため自ら観測された資料及び地磁気訴にての観測費料を基本

として．宣伝者が補足観測し，最後にs.f.e.とし℃C決定は今道博士と筆者と協同でたされた．もので

あるととを附記する．

§ 2. s.f.e.観現躍の鏡明

柿岡にて観測した地球磁気の連続自記記録によ Ps.f.e.と推定されるものを謹出し第5表に表
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示した．観Vii胸聞は1924年2月から1951:年12月迄である．表には1926年8月から記敵されて沿る

が，とれば1924年2月から1926年7月巡の期聞にはs.f.e.は選出されたかったからである.s.f.e.の

認定は今道博士が1935年から1942年患の地球磁気記録による地球磁気の密化と電波陣碍くDellinger

現象〉の観測結果との荷資料により網夜せられた結果を基本として行った．く無線短波陣碍と地球

謎備の変化， Variationof the earth magnetic field observed during so-called Dellinger 

effect of radio waves: S. Ima mi ti, Mem. of Kakioka Mag. Obs., Vol. l, No. 1, 1938, p. 13; 

Dellinger現象と地球磁場の変化〈第一報〉， Dellinger effect arid variation of the e紅白

magnetic fieldくcontinued):S. Imamiti, Mero. of Kakioka Mag. Obs., Vol. 3, No. l, 

1940, p.21；短波消失現象と地球磁場＠変化く第三報）， Radio fade-out and variations of也e

earth magnetism: S. Imamiti, Mem. of Kakioka Mag. Obs., Vol. 5, No. 1, 1943, p, 45) 

s.f.e.の認定は確実を期し難いが表中次の記号を附して観測結泉の明脱皮を明かにすると共に，

麗に電波障碍くD弓見象） CD有無を示した．

O印：明：僚にs.f.e.と認定されるもの．

ム印：多少不明瞭なるもs.f.e.と認、定されるもの．

？印：変化はs.f.e.としては不明瞭なるも電波瞭縛（D弓見象〉ありたるためs.f.e.と推定され

はしたいかと考慮されるもの．

＋印：電波噂碍（D-弓見象〉ありたるもの．

ー印：電波暗碍たきもの．

宮島5表にはs.f.e.CD生起たよび絡了時刻くT:G.M.T.〕，並びに偏角くD），水平分力（H)，及

び鉛直分カくZ)，の推定平常値くT時間中モの前後の変化の傾向に従って擾乱たく変化すると考え

られる値〉よりの最大偏差く各ムD,AH, AZ)を示した．との最大銅器D起時がT時間の申央よ

り前に生ずるととが殆んどであり，叉，各要素にて時刻を異にする場合もあるが，とのAD,!:::JI, 

AZCD値より，南北成分くAX)，東西成分〈ムF），及~全力くAF）を算出し同表に示した．

変化D方向及び単位は~CD如くした．

ムD：西方向をEとす，単位’

!:::JI：埼加を正とす，単位ャ

AZ：下向きのカの粉~nをEとす，単位．ヴ

AX：北向きのカの増加をEとす，単位γ

AY：西向きのカD槍加を正とす，単位マ

AF: 単位 ry

叉喪中CD!:::Jl，ムZCD項に

？：変化D状況判断不明白．もの．
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・・：欠測のため読取れなかったもの．

D記号を附した．
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電波障碍D資料としては1936～1941年聞は連続的に国際無線電信株式会祉によって観測調整され

た資料を，叉1949～1951年聞は蓮説的広東京無線調整所にて調換された資料を用いた.1934～1935 

年間， 1942～19必年聞は連説的な電波障碍郡守はたく，不定に入手し得た費料を用いた.1926～19 

33年間及び向上期間中＋叉はーの記号なきものは電故障碍費料がたき？とめで，電波陣碍の有無不明

のものである．

§ 3，統計調査の:S.0結果

第5表の観測結果中O印及・びA印Dもののみについて，本硯lllリ表に基き統計した結巣を第1表～

第4表及び第1図～第6闘に示した．とれらはs.f.e.CD年変化．季節変化及び各要素毎の平均偏義

の日変化の状況を示す．とれらについての諸性質は今道博士〈りによって発表せられたところである

が．東に迫加された費料とD総合費料の結果としてととに報告するとととし，吏に注意されたご三

を以下に述べる．

s./.e. CD起時は創造・判然として3なるが終時は多少判定に苦しむ＆とろがあり，不確実はまぬがれ

ぬが一応参考として第3表に継続時聞の頻度五び平均値を示した．とれは平均にて約30分で， 10～
20分のものは全体の69%を占め，短時聞のものは3分が2回， 5分が5回， 6分が7回観測され叉

長時聞のものは 99分， 100分， 126分， 135分， 200分等各一回観測された．

第1図にs. .J.e.<D各年D回数と太鴎黒点ウォルフ指数を示した．とれを見ると両者。盛衰が相応

じτたるととが判然とするが， 19391手を含む極大期の回数が1928年を含む叉1948年を含む極大期の
回数に比して著しく多いととが，フSJレフ指数の変化と対照して奇異D感を覚える．試みに1927～

.;$ 
一←~断回参 ti .s./. e. 
白骨－N.e.ta必開＆胤・~払~屯

／ヘゴ

。
Ni6 1'116 lfSO 

Fig. l. Annual variation of s.f. e. and relative sun句＞＜＞tnumb釘宮．

1929年（A群）， 19!37～1939年くB群），1947～1949年cc群〉，の三つに分けてs.J.e.の生起回散
の比主とるとB／ん.r.a.=2.5, B/C..r品＝1.8占なり．叉仮りにウ ;4'lレフ指数が s.f.e.の回数に比

例するとD仮定のもとに上記の比を補正すると補正値 B／ん·f.・~.＝ 1.8, B/C,., .... =2.5とたり，反
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対C値を示す．とC方式を磁気嵐く念始：SC，緩始：め及び嵐を伴はたい急拍変化 (l）に入れ

て，とれ等の生起回数についてA.B, C群聞の比をとるとくウrJレフ指数により回数を補正して〉

補正値BIA 棉正値 B/C

SC 

SC+G 

1.4 

1.3 

1.1 

1.1 

I 1.6 1.5 

となり A,B, C欝間D密化は Itt:jないて B群が少しく大であるように感ぜら件るが，他は s.

f.e.のように B群の大きな値を示さたい.s.f.e.の認定は多少不確実さがあり，叉由記記録の

感度によって左右されるととの映差がはいって来るゐそれはあるけれども変化の認定は全期聞を遁

じて同一人が連続的に行い叉自記記録D感度は少たくとも1934年以降は大なる変更はたく．平均的

には殆んE同じ程度の値であるから，とれちからの誤差混入は大分減殺される.1939年を含む栂大

期に治ける s.f.e.の回数が他の極大期に比して大なるととはとの現象を生ぜしめる原因に太陽熱

点の活動状況を示すウ才Jレフ指数以外，例へぽ太陽商にゐける爆発現象のようた項が脊在しばした

いかとの感を深め，とD事に関して貰に群細tr.究明を期待したい．

ヲたに季節変化を第2図に示す．とれより~期に比して夏期に多く生ずることがわかる． 乙れlらは

太陽高度が高し地球磁力白日変化の振幅が夏期に増大するととからうなづける．

－－－ーーー『』
()f ． 

l~h込｜？
A 入

お

H'-1～＂S'j.e. 
() ...&... H＿. 匂 JJ. .r，－ 品

Fig. 2. S伺 sonalvariation of s.f.e., AF of s,f . .e. and 
othぽ ．

s.f.e.の各時刻毎の生起因散を第6

図l'C:示す， g11～1671.くLM.T.）に多

く，時現l毎20回程度或いはそれ以上

の値を示すが，との内1311.～1511.聞は

特に時刻毎約30回を示し，他の1.5倍

D回数を示す．

AX, AY，ムZ及び t::..Fa:>値を各

時刻毎に平均したもDを t::..X，ムY,

ムZ及びムFの日変化として第3図

～第6図に示す．又比較Dため静穏目

白日変化（19お～1945〕の偏差くAx.

Ay, Az）及びとれらから得られた

ムf~~ axi+t::..yi＋企ziを図示した第3図～第5図kりs.f.e.I会磁力尽変化。振輔を増大せ

しむる方向に起るととを示す.AX, AY，ムZとムx,~Y. t1z k位相のづれがあるのは衣の

ととを考慮に入れないため統計から来る挟差と考えられる．それは両者の採用日が異なるととく殊
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に柿岡Dように日変化＠型が大きく変動す

る所では大をく誤差がはいる可能性があ

柿怖における地球磁気s.f.e.の観測結果

る〉叉ムX,.6Y, tlZ D生起時期として．

現象生起時と終時との中聞をとったのであ

るが s.f.e.CD形状は鈎形変化をたし，最

大偏差は前半中或いは生起直後に起るとと

が殆どであるととから継続時聞の長いもD

でほとの影輔が大きくはいって来るとと等

であろう．事実我々が採用したs.J.e.の

記録は殆んど全部がその日D平均値からの

偏り• • l!Pち偏差D方向に変化していた．
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を目様とし各両変化C絶対値がもっとも大

きい時刻を謹んで，午前と午後に分け℃計

算すると下胞のようにたる．

時刻

SA～llA 
14～ 16 

8～10 
12～15 
9～11 
15～17 
9～16 

AX/tu 

AY／，企y

ムZ／~

・8ムF／.ムf

’e t苫10 6 6 

・12

~ } 
7・、
Fig. 4. 

ゾd

ぷL上によるil.X/Ax,AY /Ay, AF/A/ <D 

値は 0.4～0.5程度であるが， Zでは午前と

とれは注闘すベ

きととと考えられる．

ヨたにAFC季節変化Aび日変化を第2図

午後とで大きな蓋を生じ，

ー← AZ'I .S./.e. 一－zダ吟匂＂I/US哨 S)lr 

9 

.J 

6 

。
・3

・6 

・曹

・/.? 

日褒化では生起回及び第6図に示したが，

" lO ,n a‘ 
／$.ι民r.

Diurnal variation of t.Z of s.f.s. and 
in同国Ji討esZ of国 lm也ys.

16 ，． /.2 ，。4 6 d 

Fig. 5. 
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j 教に応川日中大をくなってたるも，季
ω 
節変化の方は2月～4月に大で5用～9月

OS 

r 

24 

。 に小なる値を示して~p，生起回数の季節

変化と異って公る．

16 

12 

3 

' 
0 ,o 2 4 6 .,, 10 12 姐 ／6 13 .20 Zl .at" 

1.15°/f,同工

最後に・s.f.e.の湾銀の会場材料として

磁力変化D各項D季節変化を錦7図に示し

た．とD外にグュグトル図或いはK-index

等があるが，我必は磁力変化C活動度成い

は日変化D大きさの綜合目安として何をと

るべきか考慮しなければならたい．

Fig. 6. Diurnal variation of s.f.a.姐 d
AF' of s.f. e. and others. 

§ 4.結 昆 h・...t..守＂ ＂＂＂ム“ J一
回白4守山，F訓

一

柿岡にて硯測された地球磁気s./.e.o親測結果を表示し

統計純奄C二三の結果を報告した．本寵測喪調整の参考資料

とレて大変役立った電波障碍観測資料を提供して下さった国

際無線電信電話株式会批及び東京無線電信調整所に対し厚く

御礼申上げる．

終りに，本報告の翻測網離を許可して下さり，鯵始倒懇lf8

なる御鞭櫨と御助力を下いました前地磁気観測所長今道周一

博士並びに本観測報告白発哀を許可して下さり，叉統計調強

に臨み御助言自己惜まなかった地磁気観測所長吉松隆三郎氏，

叉報告開設に当って御助力下さいまレた地磁気観測所楓夜陳

白方々に京心から。御舟L申上げます．

r:t~ここ〉

／次て：！？
F:tタそ~ ：＇

2 
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Table 5. Solar-flare eff配ts.

(G.M.T.) 

Year Date Time AH AY Remarks 

hm  hm  
， 

1 1 .., 
+ 5:6 
.., 

1926 m 8 6 OIJ-6 21 + 0.6 + 1:5 0.0 + 1.0 5.7 
区 3・4 23 SIJ-0 10 - 1.1 - 6.2 - 8.8 - 5.2 -10.3 14.5 
玄 12 003-035 -1.1 -11.4 －． -10.4 -10.8 ・－
13 5 03-5 13 + 0.5 + 2.8 o.o + 2.S + 4.8 5.S 

1927 I 20 0 24-0 35 －~0.1 - 6.4 - 2.0 - 6.3 - 1.5 6.8 。
直 14 3 SIJ-3 40 + 1.S + 5.9 0.0 + 4.8 +11.7 12.7 ム
VI 28 3 02-3 08 + 0.5 + 4.7 + 1.9 + 4.3 + 4.5 6.6 ~ 
四 4 5 47-5 fSl + 0.5 + 3.1 + 1.9 + 2.7 + 4.6 5.7 6. 
x 2 s 15-3 22 + 0.8 + 3.1 + 1.S + 2.8 + 2.9 4.2 。

19却 立 20 552-615 + 0.5 + 1.9 + 0.9 + 1.5 + 4.5 4.8 。
IV ふ4 28 50-0 15 -1.2 - 2.7 - 1.6 ー 1.6 -10.8 11.0 ム
4 6 20-6 46 + 0.2 +11.1 + 6.0 +10.9 + 2.8 12.3 ム
12 4 2Q-4 23 + 1.0 + 5.0 + 1.8 + 4.1 + 9.1 10.1 ム

VI 9 5 45-6 15 + 0.7 + 6.6 + 2.6 + 5.9 + 6.4 9.1 t::,. 
羽 14 414-426 + o.s + 3.2 + 0.9 + 2.9 + 2.9 '4. 2 。
llll 14 5 0会一 524 + 0.3 十 3.2・ + 2.4 + 2.9 + 8.1 4.9 !::,. 
IX 18 5 00-5 so + 0.8 + 8.8 + 5.7 + 7.6 + 7.4 12.0 § 玄 10 s 37-・a 10 十 0.5 + 9.2 + 5.2 + 8.7 + 5.4 11.5 
11 s 42-4 10 + 0.8 + 4.7 +・4.0 + 4.0 + 7.6 8.6 

1929 llI ；~ 5 SIJ-5 87 + 1.9 + 8.4 + 2.S + 6.7 +17.3 18.7 。。s ss-・a oo + 1.4 + 6.S + s.s + 5.1 +12.6 14.0 
IV 20 0 39-0 42 - 0.2 -"3.1 - 2.0 - 2.9 - 2.3 4.2 ム
v 29 4 85-5 10 + 0.6 +10.5 + 5.5 +10.0 + 6.2 13.0 ム
x 6 s 47-4 00 + 0.8 + 5.7 + 1.2 + 5.0 + 7.7 9.3 。
n 10 4 10-4 30 + 0.5 0.0 0.0 - 0.4 + 4.S 4.3 t::,. 

1930 王 13 2 05-2 20 - 0.5 + 4.2 + 1.7 + 4.6 - 3.6 6.1 。
n 2 4 00-4 15 + 0.4 宅十 3.8 + 0.8 + .3.5 + 3.8 5.2 ム
IV 5 1 ffl-2 03 + o.s - 5.4 - 0.7 --5.3 + 2.1 5.7 

0 ム0 x 10 4~515 + 2.2 + 8.4 + 2.4 + 6.5 .+19.9 21.1 
13 4 0会－ 4 18 + o.s + 1.2 0.0 + 0.9 + 2.7 2.8 

1931 IV 21 4 55-5 03 + 0.5 + 6.1 + 1.8 + 5.7 十 4.6 7.5 。
1933 王 20 22 45-一回 12 - 0.4 + 7.5 + 4.7 + 7.8 - 2.3 9.4 。。
IX 7 2 O&-2 35 + 0.2 - 4.7 - 2.0 - 4.8 + 0.8 5.3 

1934 IV 16 0 55-1 05 - 0.5 - 0.8 - 0.5 - 0.4 - 4.4 4.4 ム ＋ 

1935 11[ 20 1 45-2 00 - 0.4 - 6.4 - 5.3 - 6.0 - 3.7 8.8 

~ 
＋ 

四 30 23 10-23 so - 0.8 - 2.6 - 2.6 - 2.4 - 2.5 4.3 ＋ 
湿 28 2 35-2 45 + 0.1 - 0.8 0.0 - 0.9 + 0.6 1.1 

O ・: Distinct s.f.e .. 
ム t Change looks like s. f. e., but制也out田rta泊ly•. 
? : Thぽeis some change but difficult toぬkeas s.f.e. and ionospheric dis加rban倍 （D・
effect) was observed in也isperiod. 

+ : Ion伺 ph副 cdisturb姐白（D-effect)was obs町ved.
- : Iomぉphericdistur泊nee仁D-eff.舵t)was not observed. 
AD: R叙主onedP<泡itiv自 iftowards the w回t.
AZ : Rec主onedpositive託 V官経団Uydownwards. 
AX. : Reckoned P<淘itiveif towards the no此h.
AY: R民konedpositive if towards ~e w闇 t.
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百.ble5. Solar-fl紅白 effec飽

(G.M.T.) 

Year I恥｜Time I AD I AH I AZ I AX I AY I AF I R山 ks
hm  hm  ， "1 

-9:6 -12?2 - i?2 
γ 

1936 JI 8 l 50-s 00 0.0 -12.3 15.6 ＋ 
III 10 6 35-6 65 + 0.5 + S.2 + 2.6 + 2.8 + 4.2 6.7 ＋ 
IV 2 s 50-4 20 + 0.6 - 4.7 - 7.0 - 5.S + 4.9 10.l ＋ 
7 1 05-1 15 - 0.2 - 4.0 - 2.1 - 3.8 - 2.0 4.8 ＋ 
7 2 3か－ 4 00 + 0.5 + 3.2 - s.a + 2.7 + 4.8 6.4 ＋ 

v 11 0 5ルー l20 + 0.9 - 8,8 - 3.S - 9.6 + 6.9 12.2. 一
15 5 30-6 so - 0.6 - S.9 - 2.8 - S.4 - 5.S 6.9 I ＋ 
27 3 45-4 15 十 0.4 + 2.8 + 2.7 + 2.5 + 3.4 5.0 ＋ 
28 s 40-4 30 + 0.1 + 5.8 + 4.8 + 5.6 + 1.3 7.5 ＋ 
28 7 25-7 45 + 0.6 + 6.7 + 7.9 + 6.0 + 6.1 11.6 ＋ 

Vl s 0 40-l 40 + o.s - 5.3 - S.l - 6.4 + 1.7 6.5 ＋ 
4 4 :TT-5 OIJo + 0.9 + 2.9 + 2.7 + 2.1 + 7.9 8.6 ＋ 
5 2 40-2 55 + 0.2 - 1.8 -10.2 - 2.0 + 1.4 2.4 ＋ 
11 6 18-7 0() + 0.6 I + 4.9 + 5.1 + 4.4 + 5.7 8.8 6. ＋ 
17 7 20-7 45 + 0.1 i + s.o + 1.8 + 2.9 + 1.0 S.6 6 ＋ 羽 15 450-535 + 0.9 + 7.2 + 4.1 + 6.S + 8.5 11.S ＋ 

IX 4 l 40-2 5() + 0.1 - 6.4 - 7.1 - 6.4 + o.r 9.6 £』 ＋ 
x lS 3 40-4 O(f + 0.5 + 0.4 0.0 0.0 + 4.1 4.1 ふ ＋ 
沼 7 s 40-4 2~ + 0.8 - 6.0 - 3.2 - 6.6 + 6.5 9.8 。。 ＋ 
25 4 33-5 10 + 1.0 + 7.2 + 7.9 + 6.8 + 9.3 14.0 ＋ 
27 4 OS-5 10 + 1.0 - S.8 - 0.9 - 4.6 + 7.7 9.0 § ＋ 30 3 20-3 31Jo + 1.0 - 5.9 - 2.4 - 6.7 + 8.1 10.8 ＋ 

沼 24・25 23 46-0 15 + 4.S +12.5 - 5.6 14.4 ＋ 
~7 3 08-3 25 + 1.4 - 5.9 - 1.8 - 7.0 +11.0 is.2 I 6. ＋ 
28 4 20-4 4(f + 1.0 + 5.9 + 6.4 + 5.0 + 8.7 11.9 ? ＋ ． 

1937 工 24 4 00-5 15 - 3.7 - 4.7 + 9.4 ~ ＋ 
27 2 27-3 5~ + 0.4 - 3.1 - 1.1 - S.4 + 3.0 4.7 I ＋ 

nr 30 1 25-1 5~ + 0.2 -・2.9 - 2.0 - S.1 + 1.7 4.1 4斗
v 19 502- 525 + 0.6' + 2.2 + 2.5 + 1.7 + 5.4 6.2 ＋ 
23 23 10-23 45 -1.1 - 1.8 + 3.1 S.7 ＋ 
25 1 50-2 40 + 1.1 ・・ + 3.8 ．． ・＋

Vl 3 6 08-7 OIJo + 1.5 + 4.8 + 4.3 + 3.5 +13.2 ＋ 
4 4 30-5 3(f + 0.1 + 3.8 + 3.4 + 3.7 + 1.1 5.1 8 ＋ 13 4 15-4 33 + 2.1 + 7.7 + 5.0 + 5.7 +19.l 20.5 ＋ 
15 4 27-4 42 + 0.4 + 2,8 + s.o + 2.4 + 4.0 5.5 

ム? 争
＋ 

15 5 45-7 10 + 0.8 +10.l + 9.8 + 9.3 + 7.5 15.5 ＋ 
17 0 45-l 45 - 8.5 - 4.8 - 7.1 12.l ＋ 
~o 0.39-2 06 - 1.7 +11.6 + 8.1 +13.0 -13.7 20.5 ＋ 
21-22 23 39-0 3~ - 0.1 I - 3.2 -1.7 - 3.1 - 1.0 ＋ 
VII 7 030-10~ + 0.5 +10.0 + 4.3 + 9.4 + 5.5 11.7 ＋ 
9 344-435 + 0.6 + 4.1 + 3.2 + 3.6 + 5.6 7.4 ＋ 
17 110-1 45 - 0.2 - 2.9 - 2.8 - 2.7 - 2.ff 4.5 ＋ 
22 054-12(1 - 1.6 + 6.5 + 2.6 + 7.8 -1a:s 15.8 £』 一
28 s oo-a o~ ;-0.5 +lS.l +14.9 +18.4 + 6.4 24.5 ム
27 6 0与一62& + 1.0 i + 4.8 + 3.0 + 3.9 + 9.2 10.4 。 ＋ 

以 8 4 32-4剖 + 0.3 I + 1.6 + 1.7 + 1.3 + 2.8 3.6 ム 一
29 5 27- 6 25 + 0.6 + 1.0 + 0.7 + 0.6 + 4.8 4.9 t込 ＋ 
x 1 3 50-5 30 + 3.6 . +15.1 + 9.6 +11.7 +32.6 ＋ 
5 22 53-23 l(Jo - 1.6 -11.2 -10.1 - 9.7 -14.6 20.2 ・＋
6・ 0 20-0 40 - 0.5 - 5.6 - 4.3 - 5.0 - 5.1 8.3 

6 守
＋ 

6 5 25-5 5~ + 2.2 + 1.8 十16.3 16.5 ＋ 
6 23 07-23 20 - 0.2 - 1.9 - 0.9 一‘1.7 - 2.2 ＋ 
7 7 21-4 00 + 2.8 -29.0 -23.6 -31.2 +21.4 44.6 

~ 
＋ 

13 2 27-s 45 + 0.6 I - 7.2 - 4.5 - 7.7 + 4.7 10.l ＋ 
湿 27 4 35-5 40 + 0.4【－ 5.4 十 .2.9 - 5.7 + 3.2 7.1 ＋ 

』

1938 I 16 0 45-s 00 -16.3 + 1.4 -50.0 52.6 。 ＋ 
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Table 6. Solar-flare effec飴．

くG.M.T.)

Y即｜恥｜ Time I AD l AH  I AZ I AX I AY I AF I Remarks 
hm  h m I I 一一一一

')' γ "r .., 
6:3 1938 I 21 1 38-2 10 ! + 0. 2 - 5.6 - 2.2 - 5.7 + 1.4 ? ＋ 

24 2 50-3 10 .: -o. 5 - 7.5 - 4.2 - 7.0 - 4.7 9.4 ム ＋ 
n 7 5 15-6 00 + 0.6 + 8.5 + S.2 ＋．官.8 + 6.1. 10.4 ？ ニト
11 4 28-5 05 + o. 4 - 4.1 -1.3 - 4.5 + 3.2 5.7 争? ＋ 

m 6 2 00-g 00 』＋ 1.6 -13.4 - 8.4 -14.7 +12.2 20,9 ＋ 
16 21 30-22 so + 0.1 + 2.6 十 2.1 + 2.5 + 1. 0 3.4 ム 十
19' 0 28-0 33 - o. 2 - 1.5 - 1.7 - 1. 41 - 1.5 I 2.7 ~ 27 l 05-1 55 t十 0,4 - 6.9 - 3.7 -7.1 I + 2,6: 8.4 →－ IV 2 } 20-2 30 I + 0.1 ァ 2.0 - 1.5 - 2;1 + 0.5 2.6 ＋ ＋ 
v 91 5 10-5 25 ' + 0. 2 + 0.8 + 0.2 + 0.7 十 1.4 1.6 ム ＋ 
9 6 10-6 20 + 0.2 + 1.6 + 0.5 + 1.5 + 1.5 2.2 ム ＋ 

vn 2 7 26-7 35 + o.s + 2.1 + 2.8 十 1.4 十 6.7 7.4 。 ＋ 
12 118-1 35 - 0.2 + 3.8 + 0.9 + 4.0 - 0.8 4.2 

ム9 ー12 4 35-4 55 + 0.1 - 1.5 - 0.7 - 1.6 + 0.5 1. 8 ＋ 
17 6 05- 6 25 + 0.9 + 6.0 + 5.3 + 5.1 + 8.4 11.l 。＋ 
部 8 05-8 30 + 0.4 + 1.6 + 0.9 + 1.3 + S.5 3.8 ム ＋ 

四 z 20 s2~21 24 . + 1.2 + 4.7 + 7.1 + 3.6 +10,9 13.5 

~ 3 1 o5-1 s5 I －臥 - 2.9 -3.1 .... 2. 4 - 4.8 6.2 ＋ 
6 2 05-2 25 - o. 2 + 2.5 + 1.1 + 2.7 - 1.S 3.2 ＋ 
26 0 25-1 00 ι－ 0.6 - 4.8 - 6.9 - 4.3 - 5.5 g_s ム ＋ 
x ~ 3 45-4 15 I + 0. 6 +14.2 + 9.3 +13.5 + 6.6 17.7 ム 十

1939 I 12 - 3.8 - 2.1 -4.2 + 3.0 5.6 。 ＋ 
llI 20 6 25-6 45 + 0.4 + 2,8 + 1.8 + 2.5’＋ 3.6 4.7 ? I ＋ 
IV 14 6 05-6 40 + 0.5 + 2.6 + 1.5 + 2.2 + 4.4 5.1 ム ＋ 
15 3 10- 4 00 + 0.8 - 3.3 - 2.'1 - 3.6 ＋・2.3 5.1 ? ＋ 
18 6 40-6 55 + 0.2 + 5.0 + 3.5 + 4.8 + 2.1 6.3 争 ＋ 
21 9 02- 9 25 ! -o. 5 - 1.1 - 1.3 - 0.7 - 4.3 4,6 守 ＋ 
29 7 40-8 20 : - 0. 5 + 8.4 +10.l + 8.8 一・s.1 13.9 

~ ＋ 
v 5 3 40ー.4 05 + 0.1 + 2.9 + 1.1 + 2.8 + 1.2 3.2 ＋ 
7 4 38-5 00 + 0.9 - 7.0 -S.3 -7.7 + 6.9 10.9 L::,. ＋ 
7 23 15-23 50 -1.5 - 6.0 - 4.5 - 4.5 -13.5 14.9 ム 十
29 3 05-3 10 + 0.2 + 4.6 + 2.9 + 4.4 + 2.1 5.7 ? ＋ 
vn 8 0 55-1 00 - 0.3 + 1.9 0.0 + 2.2 - 2.2 3.1 。＋ 
11 5 11-5 so + 0.8 + 2.8 + 1.5 + 2.6 十 2.4 3.8 ム ＋ 
11 - 0.8 0.0 - 0.6 ・-2.1 2.2 -6. ＋ 
16 2 06-2 so + 0. 2 + 5.4 + 2.2 + 5.1 + 2.5 6.1 6. ＋ 
17 7 53-7 58 -0. 2 - 3.8 - 0.9 - 3.6 - 2.4 4.3 I 8 ＋ 18 4 08-4 30 + o. 7 + 2.1 + 1.2 + 1. 5 + 6.0 6.3 ＋ 

WI 却 5 20-5 35 + 0.4 + 0.7 十 0.9 + 0.4 + 3.4 3.5 ム ＋ 
31 0 11-0 50 - 0.1 - 2.2 - 1.0 - 2.1 - o.s 2.5 -6. ＋ 

広 4 4 57-5 08 + 0.3 - 3.0 - 1.3 - 3.2 + 1.8 3.9 。＋ 6 3 45-4 12 + 1.0 0. 0 + 1.5 - 0.9 + 8.7 8.9 ＋ 
6 20 05-20 45 - 0.8 + 1.5 + 0.5 + 2.3 - 6.9 7.3 ? ＋ 
7 0 18-1 30 -1.2 -15.8 - 9.0 -14.5 -11.6 20.6 ~ ＋ 
14 0 25-1 25 + 0.5 - 4.7 - 1.5 - 5.1 十 3.7 6.5 .-6. ＋ 
14 6 25-7 30 + 0.7 + 5.6 0. 0 + 4.8 + 6.9 8.4 。 ＋ 
15 0 55-1 30 』－ 0.1 - 2.6 - 0.5 - 2.5 - 1.0 2.7 6. ＋ 
15 3 00-3 12 I + 0. 6 - 0.8 - 0.5 - 1.4 + 5.4 5.6 

~ 
＋ 

15 5 25-6 00 + 0.2 + 0.8 + 0.7 + 0.6 + 1.7' 1. 9 ＋ 
29 0 20-1 00 ' - 0.3 - 6.7 - 4.8 - 6.3 - 3.1 8.5 ＋ 
29 22 35-23 00 : - 0,4 - 0.4 - 3.7 S.7 

ム? ＋ 
30 23 10-23 45 ' -1.3 + 3.4 -1.0 + 4.6 -11.2 12.1 ＋ 

1940 ]l[ 21 3 12-4 00 』＋ 2,7 - 4.2 - 1,0 -6.7 十23.0 24.0 ~ ＋ 
24 4 27-5 00 十 0.6 - 6.1 -3.1 - 6.5 + 4,0 ! 8.2 

v 19 0 20-2叩 + 0.6 - 4.5 -1.9 - 5.0 +・ 4.4' 6.9 '> 
VI 17 4 48-5 00 十 0.7 十 1..9 + 1.2 十 1.2 4・6.2・ 6.4 6 
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Table 5. Solar-flare effects. 

(G.M.T.) 

ぬte T泊 e AD AH AZ AX 企Y AF Remarks 

hm  hm  ， 
-2s?a ss?s 1948 I IV 21 1 00-:2 50 + 5.3 -1l3 -:28.2 +43:2 

VII 10 2 12-:2 45 + ・o.s + 5.2 + 2.1 + 4. 8 + 4. 5 6.9 
WI 17 5 43-6 15 + 1.4 + 9.2 + 5.1 + 7. 7 + 13.4 16.3 
区 22 5 58-6 so + 1.1 + 1.9 ・+ 3.5 + 0.9 + 9.4 I 9.6 

1949 I I 15 4 27-4 45 + 0.5 - 2.6 - 1.7 - 3.1 5.6 ＋ 
15 21 43-22 20 + 0.5 ？ 'I ‘ ・・ ・． ．． ＋ 

11 10 2 so-s 00 - 2.5 +35.5 -17.8 44.6 ＋ 
IV 10 6 00-'l 00 + 0.7 

+ ?2.8 
．． ＋ 

v 7 20 44-20 53 0.0 + ?1.8 + 2.8 + 0.3 3.S 
19 6 04-6 30 + 0.5 0.0 0.0 - 0.4 + 3.9 I 3.9 一

VI 21 1 20-1 38 + 0.5 + 1.8 + 1.5 + 1.3 + 4.8 5.2 8 ＋ 28 2 38」 g00 + o.s + 3.0 + 2.S + 2.7 4.6 一
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